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の この点についてl;t.ケインズが誤っていたことを示す実証的研究がある。 J.T. Dunlop， 
“The Movement of Real and Money Wage Rates "， E.印刷隅icJour陶 1.Vol 
48. 1938 i L. Tan，his， "Changes in Real and Money Wages". Econo開 cJ，出-trnal，









































































5) 厳密には，総供結画監 Z~<1>([V) ， 総需要函数 D~f(N). 骨働の限界生産物曲線
N~何十円聞に次の関係が成立っている。
Ø(N) ~f(N) (1) 





6) Ifr.の諸論文が論争の lプロックとなる。 DonPatinkin. "Involuntary Unemployment 
and the Keynesian Supply Function "， Econ01明 cJournal， Vol. 59， Sept. 1949; 
F. J. de Jong， '‘Supply Functions in Keynesian Economics "， Econ肋 'licJour-
nal， Vo1. 64， Mar. 1954; R. G. Hawtrey，“!{eynes and Supply Functions"， 
Ectinomic lournal， Vol. 64， Dec. 1954; D. H. Robertson， .Keynes and Supply 
Functions "， Econo1Juc Jouγnal， Vo1. 65， Sept. 1955; F.， J.de ]ong，“ Keynes 
and Supply Functions. Second Rejoinder"， Econ由制cJournal， Vo1. 65， Sept. 1955; 
R. G. Hawtrey，“Keynes and SupolY Functio田，. Ec側 omic}ournal， Vol. 66. 
Sept. 1956; D. H. Robertson，“Keynes and Supply Functions "， Econ酬明C
lournal. Vol. 66， Sept. 1956; F. J. de Jong，“ Keynes and Supply Functions， 



































ケインズの価格論 (181) .. 
PTmaJJ (N)とすれば総供給函数 Z(N)は
Z(N)三 F(N)+P，仇日 (N)
































9) ロパートソ γ，第 1論文。
























































ll) 引用は p.294 (邦訳.333-{頁〉。なおこの節では「一般理論」第20，21章を対象としてい
る。
































12) pp. 68-9 (80:頁〉事照。
































14) 限界費用曲線の実際の形状について，次にひとつ紹介がある。 ιH..Hansen.. Mo僻 t=y
Theo門，and Fiscal Poli'cy， Chap. 7， 1949なお異った経済密教の組古?せより1.る総世結函






























































E ， 1-5 n~ : + 0-1- --0-
E 社会の全貨幣所得〈利潤は所得に含まれなb、〉
l' 投資財牛産によって得られ高所得
I 投資 S 貯蓄
O :社会の純産出高 R:消費財産高
17) J. M. Keynes， A Treatise on Money， 1930. p. 133.以下「貨幣論」に関する識識は貨 a
幣価値の謀本方程式をあつかった第10章にかかわってb、る.





































































20) p. 70 (邦訳， p. 81)参照。






























































幻) p. 2剖 (p.334). 
22) pp. 77-78 (PP. 91-92).なお「貨幣論」が本質的には産出高の分析であるととを， いちはや
〈指摘したのは Jロビγソコ/であった。 J.Robinson “The Theory of Money and the 
Analysis of Output ぺReview01 Ec，側 O叩 icStudies， Vol. 1. No;' 1. Oct. 1933 
2の J.A. Schumpet巴r，“JohnMaynard Keynes， 1883→1946 ". American Econo附 C
Review， Sept. 1946 
ケインズの価格競 (191) 53 
ためには，この事情は十分に参酌されねばならない。所得水準の上昇がそのまま福祉の
向上と考えられなし刊、くつかの現象が生じている。価格の問題はその一部であ5。ケイ
ンズの価格論を検討したのは，このようなことをきっかけとしている。二つの指摘は，
現代における価格決定の事情および特徴的な牛産の法則をいわゆるミクロの次元で解明
する必要性と，価格はまた社会的再生産の視点からとらえられねばならないとし、う事情
にかかわっている。
